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二〇一三年にマルコ・ポーロ＆ルスティケッロ・ダ・ピー








カルピニ 『モンガル人の歴史』 （附 「ベネディクトゥス ・

























マリニョッリ 『ボヘミア年代記』 東方記事 （抄） （附 「ベ































接的な記録を、第Ⅱ部はより間接的な証言ではあるがユニークな作品群を扱う。 信じ難いことに、 以上のうち二、 三、四、 七、 八、 九、 一 は（ほぼ）全訳である。本来であればいずれの作品も（訳者自身述べるように）単独でモノグラフとなる対象であり、また各々の史料としての性格も様々である（従って本来であれば、章ごとの「書評」が必要となろう） 。基本方針として 者は、すべて校訂本（可能であれば写本も参照）に基づく原典からの翻訳であることを掲げ、各作品の性格や背景、写本 校訂 既存訳につい 簡単な解説を付している。あらかじめ 文について述べておくならば 全体と 直訳調ではあるものの読みやすく、訳者の文学研究者と の側面がい ん く発揮され い
る。　
以下では作品ごとに簡単な所見を述べ、次いで本書全体
に対す 若干の指摘を行うことで書評の責を塞ぎたい。評者の第一の専門はビザンツ史であり、また紙幅の都合上ここに訳出されたすべての作品について詳しく論評することはできない。むしろ本書評は本訳書の補遺となることを願って、訳文そのものよりも、参照されるべき関連研究の指摘に重きを置くこととする（なお各章の著者名と作品名は、訳者のそれ 従う） 。　
第Ⅰ部、第一章は一三世紀中葉にセント・オールバン

















































これに対するグユクの返書ペルシア 版 邦訳も載せられている。最後の文書は宮紀子氏によって原文から邦 されたものである
（９）
。



























































の『世界の記』から、フランク＝イタリア語版（Ｆ）を元に、ポーロのカシュガルからジャワまでの旅路を扱った箇所の訳であり、本書の一五〇頁近く 占め 。基本的には二〇一三年に刊行された訳書からの部分的再録である。本書に再録するに たっては、 部訳註や図が付加されているものの、果たしてこれほどの頁数を消費してまで載せるべきだったのかどうか疑問なしとはしない。　
第七章は、一三〇七年頃にキリキア・アルメニアの王族






















一三三〇年頃に帰還したフランシスコ会士オドリクス（オドリーコ）の報告書『東方記』全訳である。本報告書は広汎に流布したが、テクスト批判に難を抱えている。ラテン語版に二つのヴァリアント （Ｇ Ｈ） が ほか、 「トスカー
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史苑（第八〇巻第二号）

















重要な作品を初めて日本語に移し さらにこれまで近代語からの重訳し なかった作品を原典から翻訳し直し、まとめて提示した点にある。いずれも 性格上、個別の地域だけではなくユーラシア全土の歴史にとって重要な史料であり、それらが一書の優れた個人訳で読めることは この
上ないメリットである。とりわけラテン語を読まないこの時代のアジア史家、ユーラシア史家にとっては、まさに待望の書ではないだろうか。また類書にない特徴として、とくに第Ⅱ部における文学作品や図像史料の紹介は、読者の視野を広げるのに大 に貢献してくれるだろう。　
ただ気になるのは、本書の学術上の位置づけをどのよう




の方針に沿ったものであろうが、読者は他の文献を読んで知識を補うことが求められる。では一方 翻訳それ自体はどうだろうか。訳者がかつてポーロ／ルスティケッロ『世界の記』の翻訳を出版した際 は、同じく訳註あったものの、底本となるテクストの文献学的研究 存在が学術翻訳としての価値を揺るぎない のとしていた。しかし本書の場合、各作品において用いられた底本には、これまで指摘してきたように、現在 学術的水準を反映していないもの かなりある（特 二、 四、 五、 九、 一〇、 五） 。研究者が本訳書を参照す 際には 新しい校訂版とのテクスト異同を見比べながら用いねばならない。すなわち本書
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unde von den M
ongolen 

























































Apostolica Vaticana, 1981, S. 146–149 (N
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（
9）グユクのペルシア語返書にはすでに複数の日本語訳があり、それらの存在にも触れるべきだっただろう。海老澤哲雄 「グユクの教皇あてラテン語訳返書について」 『帝京史学』一九号、二〇〇四年、五九―八三頁：六二―六五頁および註一一に挙げら たさらなる先行訳を参照。ま このペルシア語返書のラテン語版が 前述のベネディクトゥス・ポロヌス報告の末尾に付されているが（本書九六―九七頁） 、両者の関係についても本註 海老澤論文を参照。
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18）詳細は海老澤哲雄「ルイ王あてモンケ書簡・フレグ書簡覚書」 『社会文化史学』五二号、 二〇〇九年、 三一―四八頁。
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23）原文から（？）の日本語 としては佐口透『モンゴル帝国と西洋』 （平凡社、一九七〇年） 、一九七―一九九頁が挙げられる（当該頁で どこから 翻訳か明示してが、ドーソン（佐口透訳注） 『モンゴル帝国史５』 ［平凡社、一九七六年］ 、二五六頁でこれが「原典 らの和訳文」と注記してあるので、一応それに従う 。書簡テクストの校訂
版その他の情報については
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34）本書全体 テーマであるヨーロッパ世界と東方（モンゴル）との関係についての近年の動向として、小澤実「モンゴル帝国期以降のヨーロッパとユーラシア世界との交渉」『東洋史研究』七一巻三号、二〇一二年、四三八―四二三頁。この動向論文以降 重要な研究とし 一点のみ挙げておく。
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世界の記： 「東方見聞録」対校訳』 」 『内
陸アジア史研究』三一号、二〇一六年、一八五―一九六頁：一八九頁。
（
36）本書評の準備にあたって、名古屋大学出版会より書評した書籍の提供を受けた。記して感謝申し上げる。また執筆に際して日本学術振興会科研費（
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13389 ）の支援を受けた。
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